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クロスレート

米ドルを介して為替レートが算出される

円/豪ドル、円/インドルピーなどのよう
に、基軸通貨※である「米ドル」を含
まない通貨間の為替レートをクロス
レートと言います。
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■クロスレートのイメージ（円とインドルピーの場合）

上記は「クロスレート」の全てを説明するものではありません。

■インドルピーの推移

【例えば・・・】
①1米ドル＝100円
②1米ドル＝80インドルピー

↓
（80インドルピー=100円）
1インドルピー＝1.25円
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① ②
局面B：7/17～10/10

期間：2017年12月29日～2019年1月31日、日次
各為替レートで騰落率を算出しています。円/ルピーの騰落率と①と②の騰落率の合計では誤差が生じます。
（出所）ブルームバーグのデータに基づき野村アセットマネジメント作成
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それぞれの対米ドルレートからクロスレートの変動要因を探る

右のグラフで日本円/インドルピーの推移を見
ると、円高・ルピー安となった局面AとBは、それ
ぞれ変動要因が異なることが分かります。主に、
局面Aは①円高・米ドル安の影響、局面Bは
②米ドル高・ルピー安の影響によるものでした。

局面Aは米中通商問題など米国の政治リス
クや金融政策動向の不透明感などから、安全
資産とされる円が買われ、円高・米ドル安が加
速しました。局面Bは原油価格上昇に伴うイン
ドの貿易赤字拡大の影響など、インド自身の要
因も影響し、米ドル高・ルピー安が加速しました。

このように、日本円/インドルピーの為替レート
の変動要因を探るには、それぞれの通貨と米ド
ルとの動向を確認することが重要です。
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一般的に基軸通貨である「米ドル」は、各通
貨と直接取引が行なわれます。一方、「米ドル
以外の通貨」間は直接取引が行なわれるので
はなく、米ドルを介して取引が行なわれます。

そのため、日本円と米ドル以外の通貨間の為
替レートは、①米ドルと円、②米ドルと当該通
貨のレートにより算出されます。

※世界の取引で基軸となる通貨、現在は米ドル
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